
【 投薬 】 

 

１２ 潰瘍性大腸炎に対するペンタサ錠とペンタサ注腸の併用投与について  

 

《平成２９年９月２５日》 

 

○ 取扱い 

 

  潰瘍性大腸炎に対するペンタサ錠とペンタサ注腸の併用投与は、原則とし

て認める。 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

 潰瘍性大腸炎の治療については、左側あるいは全大腸炎型でも遠位大腸の

活動性がある場合には、内服療法に加え局所投与の併用が望ましい。 

 ペンタサ錠は小腸から大腸の広い範囲で吸収される特徴があるが、大腸の

末端までは、高い濃度のメサラジンが行き届かない。 

 潰瘍性大腸炎では、病変が直腸からびまん性に口側に進展することから、ペ

ンタサ注腸は、病変部位に十分な薬剤を到達させる製剤である。 

 なお、ペンタサ注腸の「効能・効果に関連する使用上の注意」には「脾湾曲

部より口側の炎症には効果が期待できない」とある。 

 また、厚生労働省研究班（鈴木班）による治療指針でも左側大腸炎型・全大

腸炎型の軽症・中等症の寛解導入療法で、内服に注腸の併用は効果増強が期待

できるとあり、重症例でも併用が認められている。寛解維持療法でも内服と注

腸の併用は有用であるとされている。（潰瘍性大腸炎・クローン病診断基準・

治療指針：平成 27 年度改訂版（平成 28 年 3 月 31 日）） 

 これらのことから、ペンタサ錠とペンタサ注腸は大腸内でも作用する部位

が異なるため、潰瘍性大腸炎に対する併用投与は、原則認められると判断した。 

 

 

 

 

 

  


